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4.1.1.3 環境保全措置の検討 

(1) 環境保全措置の検討項目 

環境保全措置の検討は、予測結果を踏まえて、環境影響がない又は小さいと判断さ

れる場合以外に行う。 

表 4.1.1-16 に示すように、予測の結果から、工事の実施に伴う降下ばいじんの影響

は小さいと判断されることから、環境保全措置の検討を行う項目はない。 

 

表 4.1.1-16 環境保全措置の検討項目 

環境保全措置の検討
項目 予測結果の概要 

工事の実施 

粉じん等 

 工事の実施に伴う降下ばいじんの寄与量
は、工事に係る降下ばいじんの寄与量の参考
値 10t/km2/月を下回ると予測されることか
ら、影響は小さいと考えられる。 

－ 

注)1.－:影響がない又は小さいと判断されるため、環境保全措置の検討を行わない。 

2.工事に係る降下ばいじんの寄与量の参考値については、「4.1.1.2 予測の結果 2) 予測

結果」に示す。 

(2) 配慮事項 

以下に示す内容については、工事の実施における配慮事項として、影響の程度に関

わらず、継続して実施する。 

・定期的に散水する。 

・工事用車両のタイヤを洗浄する。 

・裸地の早期緑化を行う。 

・建設機械の複合同時稼働・高負荷稼働を回避する。 
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4.1.1.4 評価の結果 

大気質については、粉じん等について調査、予測を実施した。その結果、建設機械の

稼働に係る降下ばいじんの寄与量の予測結果は、工事に係る降下ばいじんの寄与量の参

考値を下回ると予測される。これにより、粉じん等に係る環境影響が事業者の実行可能

な範囲内でできる限り回避・低減されていると判断する。 
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